





























荻 原 明 信
重アルカリ金属 (K,Rb,Cs)の最外殻 p電子の軟X線吸収端異常の実験は石井らによって行
われた｡この異常を,伝導電子と内殻ホールの終状態相互作用を考慮したNozi占res-Dominicis
の理論で説明すると,スペクトル式Wz(a,)-AIXt(a,-a,F)/DrαZの巾指数 αlによって表さ
れる｡α∠の理論値はBryantによって与えられたが,実験値と定性的に一致しない｡ 本研究で
はα∠の理論値を,p電子がたたき出されてできたホールにexchange補正を導入した簡単な
モデルを用いて再検討を試みた｡その結果, α∠の値は大きく改善されたが,Csについてはな
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